
2005年出土の木簡

大阪
・蟄
椅
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
八
尾
市
萱
振
町
七
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
三
年

（昭
５８
）
六
月
～

一
九
人
七
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
廣
瀬
雅
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
古
墳

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
河
内
平
野
の
中
央
部
、
標
高
五

・
五
ｍ
前
後
の
低
地
に
立
地
す
る
。

遺
跡
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
中
期

の
大
溝
、
同
後
期
の
集
落
、
古

墳
時
代
初
頭
の
大
溝
と
方
形
周

溝
墓
群
、
前
期
古
墳

（府
史
跡

萱
振
一
号
墳
）、
古
墳
時
代
後
期

の
祭
祀
遺
構
、
奈
良
時
代
の
集

Ｄ

落
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か

立口棘
け
て
の集
落
な
ど
を
検
出
し
た
。

鋭
　
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、

調
査
地
南
寄
り
の
Ｖ
区
で
検
出

し
た
中
世
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
八
〇
三
人
と
、
調
査
地
北
寄
り
の
Ｂ
区
で
検
出
し
た
近

世
の
井
戸
で
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
人
〇
三
人
は
、
井
戸
枠
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
が
、
瓦
器

・
土
師
器

。

瓦

。
木
製
品
に
混

っ
て
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
井
戸
の
時
期
は
、
瓦
器
の
年

代
か
ら

一
四
世
紀
頃
に
比
定
で
き
る
。
近
世
の
井
戸
は
桶
枠
の
農
業
用
水
井
戸

で
、
木
簡
は
井
戸
枠
の
内
側
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
は
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｅ
八
〇
三
人
周
辺
で
は
、
平
安
時
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
の
瓦
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
調
査
地
の
小
字
名
が

「堂
ノ
北
」
で
あ
る
こ
と
、
南
側
の
調
査
区
外
の
民
有
地
に
土
壇
状
の
高
ま
り

が
あ
り
、
そ
の
土
地
が

「中
ン
寺
」
と
通
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

安
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
寺
院
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
今
回
の
調
査
で
は
、
文
字
関
連
資
料
と
し
て
は
、
ほ
か
に
奈
良
時
代
の

墨
書
土
器
、
人
面
墨
画
土
器
、
須
恵
器
転
用
硯
が
相
当
数
出
土
し
て
い
る
。
ま

た
、
側
八
尾
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
会
が

一
九
人
四
年
度
に
当
調
査
地
の
北

東
の
西
郡
寺
跡
推
定
地
付
近
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、　
三
二
世
紀
後
半
の
井
戸

か
ら

「行
勝
房
」
「保
元
三
年
」
な
ど
の
墨
書
の
あ
る
曲
物
が
見
つ
か
っ
て
い

る

（萱
振
Ａ
遺
跡
。
本
誌
第
九
号
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

中
世
井
戸
Ｓ
Ｅ
八
〇
三
人

「
龍

軒
帥
引
渇
　
ｏ
Ｓ



近
世
井
戸

②

　

「晨
剋
□
助
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ授
認
挙

ｏ〓

①
は
下
端
が
折
損
し
て
い
る
。
上
下
の
字
間
が
か
な
り
あ
い
て
い
る
が
、
そ

の
間
の
文
字
の
存
否
は
判
別
で
き
な
い
。
②
は
腐
蝕
が
著
し
く
墨
痕
は
残

っ
て

い
な
い
が
、
文
字
の
部
分
が
わ
ず
か
な
隆
起
に
よ
り
判
読
で
き
た
。
下
半
に
は

上
下
に
並
ぶ
ニ
カ
所
の
釘
孔
が
あ
り
、
下
の
孔
に
は
竹
釘
の
一
部
が
残
存
し
て

い
た
。
こ
の
釘
孔
に
対
応
す
る
裏
面
に
は
竹
を
割

っ
た
も
の
が
取
り
付
い
て
い

る
。
樹
種
は
特
定
で
き
な
い
が
、
①
②
と
も
針
葉
樹
の
柾
目
材
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
大
阪
城
天
守
閣
の
北
川
央
氏
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
掲
載
し
た
写
真
は
阿
南
辰
秀
氏
の
撮
影
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
教
育
委
員
会

『萱
振
遺
跡
』
（大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
三
九
、　
一
九

九
二
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（廣
瀬
雅
信
）

木
を
見

て

「
文
字
」
を
見
ず

木
簡
の
持
つ
歴
史
情
報
の
う
ち
、
圧
倒
的
部
分
は
文
字
が
占
め
る
。
そ

の
た
め
か
、
文
字

（＝
墨
書
）
が
よ
く
見
え
る
写
真
が
好
ま
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
上
げ
、
塁
書
部
分
を
よ
り
黒
く
、
そ
れ
以
外
を

よ
り
自
く

（薄
く
）
す
れ
ば
、
文
字
は
よ
く
読
め
る
。
赤
外
線
写
真
で
は
、

木
部
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
表
現
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
「木
に
墨
書
し
た
も
の
」
が
木
簡
な
の
だ
か
ら
、
木
目

・
風

合
い
な
ど
の

「木
」
の
情
報
が
表
現
さ
れ
な
く
て
良
い
は
ず
が
な
い
。
文

字
を
し
つ
か
り
再
現
し
つ
つ
、
木
の
風
合
い
も
き
ち
ん
と
表
現
す
る
の
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
両
立
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
、

文
字
を
表
現
す
る
た
め
に
木
部
の
情
報
が
消
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

可
視
光
写
真
で
本
部
を
再
現
し
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
写
真
で
文
字
情
報
を

表
現
す
る
。
あ
る
い
は
墨
痕
が
消
え
浮
き
上
が
り
や
色
の
違
い
だ
け
で
文

字
の
痕
跡
が
残
る
場
合
や
加
工
に
特
徴
が
あ
る
場
合
に
は
、
斜
光
写
真
を

併
用
す
る
。
目
的
に
合
わ
せ
て
撮
影
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

『平
城
京
本
簡
三
』
は
そ
う
し
た
実
践
の
一
例
で
あ
る
が
、
は
た
し
て

ど
れ
ほ
ど
成
功
し
た
か
、
大
方
の
ご
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

木
を
み
て

「文
字
」
を
見
ず
と
い
う
の
も
、
木
簡
研
究
の
一
つ
の
あ
り

方
だ
と
思

つゝ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（馬
場
　
基
）


